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強制連結 法 を利 用 した

教職員等中央研修に おける情報教育の 実践研 究
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〔概要〕平成 16 年度独立行政法人教員研修セ ン ター主催 の 教職員等 中央研修講座にお ける

選択講義 「情報教育」 の 取 り組みにつ い て報告す る。 本講義 ・演習の 特色 は ， 授業設計にお

い て 開発 した強制連結法 を利用 した点や ， グル
ープ 毎に実施 した プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン ソ フ ト

利用に よる マ イ ク ロ プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン とその 相互 評価 で ある。結果 よ り，強制連結法 とマ

イ ク ロ プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン を組み 合わせ た情報教育 の 研修 では ， 講義 と演習を通 して 学習者

を主体 とした授業設計の 在 り方 ， 教材内容の 検討 ， 表現伝達能力 の 訓練 と して 有益 で あ っ た。

〔キ ー
ワ
ー ド〕教員研 修，強制連結法 ， 情報教育， 教材 開発 ， プ レ ゼ ン テ

ー
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1 ．は じめ に

　本稿は ， 平成 16年度に実施 された独立行政法

人教員研修セ ン タ
ー

主催 の 「各地域 の 中核 とな

る校長・教頭等の 育成を目的 と した研修」 （旧教

職員等 中央研修）に お ける高等学校教員 （教務

主任 を含む）を対象 とした選択講義 「情報教育」

の 実践報告で ある 。

　本教員研修セ ン タ
ー

は，学校の適切 な管理運

営 ， 特色ある教育活動推進の ため の 高度 ， 専門

的な知識等を育成する こ とを目的と した教職員

等中央研修講座を実施 して い る。

　本研修 は ， そ の
一
環 として 実施 され る もの で

あ り， 全国か ら参加 した高等学校教員 （教務主

任を含む） 250 名の うち 「情報教育」 を選択 し

た 44 名を対象に実施 した 。

　研修内容は ， 情報活用能力の 育成の観点よ り，
コ ン ピュ

ータ，イン ターネ ッ トなどの教育メデ

ィ ア を授業 へ 利用する意義，授業改善をめざし

た授業の設計 ・実施 ・評価手法 の 習得で ある。

授業設計にお い て は ， 学習者 の レ デ ィネ ス ，プ

ロ セ ス，ス キーマ を外化で きる手法 として開発

した強制連結法を利用 した。 演習では ， プ レ ゼ

ン テ
ー

シ ョ ン ソ フ トを利用 した教材を強制連結

法に基づ い た内容で作成 し，マ イ ク ロ プ レ ゼ ン

テーシ ョ ン （模擬発表）を実施 し， 発表者 と受

講者間で の 相互評価 を実施 した。

2 ．内容 ・方法

　本研修 の概要につ い て 以下に示す。

（1） 日時 ：平成 16年6月 16 日 （水）

　　　　　　9時 15分 〜 16時30分

（2 ）場所 ：独行法 人教員 研修セ ン タ
ー

　　　　　　 （茨城県 つ くば市）

（3＞対象 ：全国の 高等学校教員

　　　　　　 （教務主任含む）44名

（4）言冓義 目標 ：

　授業で 教材教具 と して 利用す る教育 メデ ィ

ア の 意義や特徴 に つ い て 理解 し，とくに情報教

育の 観点か ら コ ン ピ ュ
ータ など ICT を利用 し

た教材設計 ・評価に つ い て演習を通 して 習得 し ，

授業改善に役立て るこ とを 目的 とす る 。

（5 ）講義概要 ：

　プ リン ト教材，黒板，コ ン ピ ュ
ー

タ ， イ ン タ

ーネ ッ トなど教育メデ ィ ア の授業利用 の 意義に

つ い て 習得する 。 また学習者で あ る生徒の レ デ

ィネス や関心 を配慮 した授業設計の 手 法 として

「強制連結法亅 に つ い て理解 し， 学習 目標 に導

く授業設計を各 自作成する。演習では ， 強制連結

法 に よる授業設計に基づ い た教材を コ ン ピュ
ー

タ の プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン ソフ ト （PowerPoint）
を利用 して 作成し ，

マ イク ロ プ レ ゼ ン テ ーシ ョ

ン に よる発表の 実施 ・評価を行 う。

（6 ）シ ラバ ス ： （講義 ・演習）

　  3方向の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
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　  プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン

　  情報活用能力

　  行動主義と構成主義的な授業形態

　  授業設計手法 （強制連結法）

　  PowerPoint に よる教材作成

　  マ イク ロ プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン の 実施と評価

　  これか らの 教師に求め られ る指導力

（7）研修の形態 ：

　講義は ，配布資料，ビデオ，コ ン ピュ
ー

タを

利用 して行 う。 演習は
， 強制連結法に よ る個 々

の 授業設計シ
ー

トの 作成 ， 教材作成，
マ イ ク ロ

プ レゼ ンテーシ ョ ン の 実施 と評価 を行 う。教材

作成は，PowerPoint を利用する。

（8）教材 ・参考書 ：

・配布プ リン ト教材
・『情報教育の理論 と実践』，実教 出版 ，

・『情報社会を生き抜くプ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 技

　術』，ぎょ うせ い

（9 ）評価 ：

　評価 シ ー ト（図 7），個 々 の 授業設計シ
ー

ト（図

1），作成 した教材 （図 2〜図 6）を総合 して 行

う。

（10 ）そ の他 ：

　講義前後 に 自主課題 として ，
Web を利用 し た

事前 ・事後学習 （プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 技術，強

制連結法 とは） を推奨 した 。

http：〃www ．hayashitOkuji．comldistance 〆

　全体 の研修内容 ・方法を表 1 に示す b

3 ．結果

本研修を受講 した高校教員 N 氏の 資料，教材，

レ ポー
トよ り考察した。

（1）作成 した授業設計用強制連結法シー ト

　N 氏に よ り作成された強制連結法シ
ー

トを図

1 に示す。

　本研修で は ， 起点 （Start）で ある対象者を 「高

校生」 とした。受講者各 自が勤務する高校で の

担当学年，担当教科を考慮 して，学年，教科は

各 自に
一
任 した 。 また結点 （Goal）である 目標

は，情報教育の 学習の
一

つ で ある情報社会に参

画す る態度の 育成の観点 よ り「情報モ ラル 学習」

とした 。 N 氏の 場合， 起結点をそれぞれ 「高校

3年生」，
「情報 マ ナー

」 とした。

（2）PowerPointに よる教材作成

　N 氏の 作成 した強制連結法 シ
ー

トに よる授業

設計で ， 実際の 授業へ の 利用を想定して 作成さ

れ た教材例を図 2〜図 6 に示す 。

　本教材 は ， 高校 3 年生を対象 と し情報 マ ナ
ー

につ い て の 学習を想定 したもの で あ る 。 タイ ト

ル は ，
「情報の 達人とな るために 」 として ， 高校

生 の レ ディネスや関心事に関す る既有ス キ
ー

マ

を考慮 した コ ン ビニ を題材に，販売され て い る

商品に関する情報の 量や 内容につ い て 取 り上げ，

情報 マ ナ
ー

に つ い て 生徒に考察 させ る こ とを 目

的 とし て い る。

　次に，これ ら情報 を発信 ・収集で きる道具 に

つ い て考えさせ ， 情報のや り取 りの なか で の マ

ナ
ー

につ い て考え させ ， 新規 ス キ
ー

マ の獲得 を

めざ して い る。

　N 氏 は，本 教材を利用 して 5 分間の マ イ ク ロ

プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン を実施 し，聴 き手 に よる 評

価を行 っ た。

丶

表 1　 「各地域の 中核となる校長 ・教頭等の 育成を目的と した研修 」 情報教育分野研修 内容 ・方法

《講義 ・演習内容》 《進 め方》 《設備 ・備品 ・資料》

圏 講義 PowerPoint， ビデオ ，
　 CD 教材を利用 し ・ノートPC

ユ

時

問

目

・プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン とは
・

コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン とは

た 講義 を行 う。 受講者 の 質問に は，白板

等を利用して 適時回答する。記述欄を設
けた 資料を配布す る

。

・プ ロ ジ ェ クタ

・VHS ビデオデ ッ キ

　とモ ニ タ

・講義に関する資料

弓
■ プ レ ゼ ン テ

ー
シ ョ ン

技術演習  

強制連結法の 意義を理解し ， 与えられた

課題に つ い て受講者 の 受け持 つ 児童生

・ノー
トPC

・プ ロ ジ ェ ク タ

3 ・論理的な構成力 徒 の レ デ ィ ネ ス を想定し た教材案の 設
・VHS ビデオデ ッ キ

時 （強制連結法） 計 ・発表を実施する。 とモ 菷 タ

間 ・プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン ソ フ ト 課題 に つ い て PowerPo 血 t を活用 した ・OHC
目

を活用 した教材作成 プ レ ゼ ン テーシ ョ ン 用教材作成を行 う。 ・強制連結法シー
ト

■ プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン グル
ー

プ で 相互 の 教材 に つ い て 意見交 ・マ イ ク ロ プ レ ゼ ン

4
時
問
目

技術演習 
・マ イ ク ロ プ レ ゼ ンテ

ー
シ

ョ ン演 習 （授業 の 計画
・

実施 ・評価 ・改善）

換を行 う。そ の 後 ， 各 グル
ー

プの 代表者
による プ レ ゼ ン テ

ー
シ ョ．ン （

一
人 5分程

度を 予 定） を行 い
， 評価す る。

評価シ
ー

ト
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図 1　 授業設計用強制連結シ
ー

ト例

図 2　教材例 （初期画面）

図 3　教材例 （コ ン ビニ で の情報）

図 4　教材例 （コ ン ビニ 情報 の 質）

図 5　教材例 （情報を伝 える道具 と使い 方）

図 6　教材例 （情報 の 達人になるため に ）

（3）感想

　N 氏に よる感想の 記述内容 を以 下に示す 。

  強制連結法 へ の 応用

　今回作成 した強制連結法 を もとに ， S （起点）

に 「中央研修」， G （結点）に 「還元方策亅 と入

れ て ， 研修の還元方法に つ い て イメ
ージを膨 ら

ませ るこ とをめざし た い 。
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  新 しい 発見

　今回初めて 強制連結法を学習 した。Start（起

点） と Goal （目標）を定める こ とで ， イ メ
ージ

の広が りも最後には整理が で きるシ ス テ ム にな

っ て い る点が斬新であ り新 しい 発見 となっ た。

授業 へ の ア プ ロ
ー

チ の 方法 を幾 つ も考え る こ と

で ，授業設計に膨 らみ （厚み）が出る。

　研修では，S （起点）に 「高校三 年生」 を入

れ た が ，
こ れ に よ り生徒 の 立 場 （レ デ ィ ネス ）

を考慮 した授業設計の 見直 しが 可能で ある 。

  有用性

　授業設計に も役に立つ と思 うが ， 総合的な学

習の 時間の 評価に も活用で きる。ま た；
”

創造
”

とい う観点か らも有益なもの が沢山みつ か る。

個人的には ， 生徒 との コ ミェ ニ ケーシ ョ ン に よ

る相互理解の 手法 として生徒 の 進路指導に活用

してみ たい 。

  受講者の 反応

　結構 とま どっ てお られる先生もい た。個の イ

メ
ージが膨らまず ， 書けない とい う教師もい た。

実際の授業で は，生徒 も十 人十色であ り，書け

ない 生徒 へ の ア プ ロ
ー

チも必 要で ある。全体的

に受講者は，結構楽 しん で い た様子 で あっ た。

遠隔学習な どを利用 して研修前 の 強制連結法 の

事前学習は必要で ある。

  マ イ ク ロ プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン の 実施 ・評価

　研修参加者の プ レ ゼン テ
ー

シ ョ ン 用教材は．

教え込み型ス タイ ル の作品が多か つ たが，私 自

身は ，生徒参加 型を意識 した プ レゼン テ
ー

シ ョ

ン 教材 と し た
。 研修後，自分 の 授業で 早速使 っ

て み たい
。 他の 先生方の 発表 も大変参考になっ

た 。 研修意欲の ある先生ばか りだ っ たので ， 各

自の 発想や展 開をもっ と伺い た い 。

【参考文献】
・林徳治 ・橋本恵子 ： 「強制連結法に よる ス キ ー

マ の 活性化 をめざ した授業設計 ・評価」， 日本

教育情報学会第 19 回年会論文集 ， 2003．8，

pp258 −261

プレゼ ンテ
ー

シ ョ ンの評価シ
ー

ト

テ ーマ ：「　　　　　　　　　　　　　　　　 」　　 発表者氏名

《 評価の観点 》 点数

  言語 主語述語，こ とばつ か い ，こ とば の クセ

  非言語 （言語関連） 声 の 高さ ， 速さ ， 大 きさ， 響き， 間の 取 り方

 
’

非言語（その他） 身振 り手振 り，表情
・態度，アイコン妙ト， ク セ

  メディア利用 設計 ， 内容 ，量 ， メデ ィアの 特徴 を活 か した利用方法

  理解度 わ か りやす い
， た め に な っ た

  関心度 興味深 か っ た，楽 しか っ た，面白か っ た，印象 に残 っ た ．

  定着度 同 じ内容を他の 人 に伝達 ・説明で きる

良か っ た点 改善す べ き点

図 7 　プレゼ ン テーシ ョ ン の 評価 シー ト
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